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光が丘第五小学校・光が丘第六小学校 統合準備会(第15回） 要点記録 

 

開 催 日 時 平成 21年 10月 29日（木）午後7時～午後 8時25分 

会    場 光が丘第六小学校 視聴覚室 

委 員 

鈴木久、嶋英治、表迫信行、長田幸子、佐藤育子、田中綾子、田辺し

ゅう子、横山かおる、濵本日出雄、渡部博子、白鳥由美、野村直子、

中山亘、川上正夫、森みちる、今給黎摂子、粟野麻美（敬称略） 

そ の 他 学校教育部長 

出 席 者 

事 務 局 新しい学校づくり担当課 

傍 聴 者 1人 

案   件 

１ 統合準備会(第 14回)の要点記録の確認 
２ 統合新校の校章の決定について 
３ 統合新校の校歌について 
４ その他 

 

 

１ 統合準備会(第14回)の要点記録の確認 

 

事務局 

事務局が作成した「統合準備会（第14回）の要点記録（案）」の内容を、委員の方々に確認

してもらいたい。訂正すべき点があった場合は、11月5日（木）までに事務局へ連絡してほし

い。その後、発言者を無記名にして、新しい学校づくり担当課のホームページで公開する。 

 

 

２ 統合新校の校章の決定について 

 
事務局 
前回の統合準備会で校章の基本となる図案を決定していただいた。その後、統合準備会で出

された要望を踏まえ、両校で調整を行った結果、校章が決定した。また、募集を行った際、こ

の図案の説明に書かれていたものをもとに、両校と相談しながら「校章の説明（案）」を作成

した。 
【校章の説明（案）】 
いちょう通りに沿って並んでいる二つの学校をいちょうの葉を重ねて表現しています。また、

夏の雲小学校の雲をモチーフし二つの学校を包み込んでいます。二つの学校が重なり合い一つ

になって、新たな学校をつくっていくという意味が込められています。 
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－ 異議なし － 
 
 
３ 統合新校の校歌について 

 
〔資料2に沿って、事務局から説明〕 

 

－ 校歌の作詞・作曲を依頼する方を協議中 － 

 

会長 

 協議結果を踏まえ、事務局から依頼してもらうことでよいか。 

 

－ 異議なし － 

 

〔資料3および資料4に沿って、事務局から説明〕 

 

会長 
応募いただいた校歌に入れたい言葉等を、校歌の制作者に参考としてもらうために渡すこと

になるが、募集結果をそのまま渡すのか、あるいは、歌詞に使わないほうがよいと思われる言

葉等を除いて渡すのか等、協議をお願いする。また、いただいた言葉だけでなく、統合準備会

として制作者へ伝えたいことがあれば意見を出してもらいたい。 
 
委員 
応募をいただいた校歌に入れたい言葉には、光五小と光六小の校歌の歌詞で使われている言葉が

含まれている。どう扱ったらよいか。 
 
会長 
 両校の校歌の歌詞で使われているからといって、それらを全て除いてしまうと制作に支障をきた

す可能性があると思う。 
 
委員 
 両校の歌詞には、「緑」、「風」、「鳥」、「大地」の4つの言葉が共通して使われている。これらは、
光が丘を象徴する表現だと思うので、残したほうがよい。作詞者に渡す校歌に入れたい言葉の取り

扱いは、歌詞制作のための参考資料ということでよいのではないか。 
 
委員 
 同感だ。ただ、少なくとも新校の校名は歌詞に入れてもらいたい。 
 
会長 
 校歌に入れたい言葉の協議は、次回、結論を出すこととしたい。 



 - 3 - 

 
４ その他 

 
委員 
 今日は、統合新校の学校指定用品について協議しないのか。 
 
事務局 
 この場で学校指定用品のサンプルなどをご覧いただきたかったが、間に合わなかったので次回、

ご報告したいと考えている。 
 

会長 
次回は12月1日（火）午後7時から、光五小で開催する。次々回は1月26日（火）午後7

時から、光六小で開催する。本日はこれをもって終了する。 


